筆記課題解答及び解説

訓練課題（筆記解答及び解説）

「ビル管理基礎」

解答
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解説
筆記課題　「ビル管理基礎」
	問1
	(×)　２か月以内ごとに１回、定期に測定すること

	問2
	(×)　日常行うもののほか、大掃除を６ヵ月以内ごとに１回、定期に統一的に行うこと。

	問3
	(○)

	問4
	(×)　0.5度目盛の乾湿球湿度計

	問5
	(×)　居室の中央部の床上75㎝以上150㎝以下の位置において想定を行う。

	問6
	(×)　機械換気設備を設けている場合は、温度及び相対湿度の基準が免除される。

	問7
	(○)　残留塩素のうち、消毒効果の強い遊離残留塩素が基準値を満たしていれば、弱い結合残留塩素を測定する必要はない。

	問8
	(×)　工場、病院、共同住宅や寄宿舎等は、特定建築物に該当しない。個人住宅の集合体のようなものであり、その維持管理については、個人の責任において行われる場合が多いため。

	問9
	(○)　建築物の維持管理を専門に行う事業者の資質向上を図ることを目的として、都道府県知事の登録制度が設けているため、登録がなければ事業ができないというわけではない。

	問10
	(×)　ビル管理衛生法において、備え付けておかなければならない帳簿書類は、①空気環境の調整、給水及び排水の管理、清掃並びにねずみ等の防除の状況を記載した帳簿書類、②特定建築物の構造、設備に関する図面(建築物の平面図及び断面図等)、建築設備の配置図及び系統図等、③その他環境衛生上必要な事項についての帳簿書類(照明、騒音等)

	問11
	(×)　(重量)絶対湿度とは、乾き空気１㎏に含まれる水蒸気量㎏のこと。

	問12
	(○)

	問13
	(○)　0.1μm以下の粒子は、肺胞まで侵入するが小さすぎるため沈着しない。また、10μm以上の粒子は、肺胞まで到達しない。

	問14
	(×)　体積比で、0.03％～0.035％である。350PPM程度

	問15
	(○)

	問16
	(○)

	問17
	(○)

	問18
	(×)　水分の供給の役割もある

	問19
	(×)　目的は、汚れの付着を防ぐ、 清掃の作業性を高める、 美観を高めるである。

	問20
	(○)

	問21
	(×)　

	問22
	(×)　

	問23
	(○)　

	問24
	(○)　

	問25
	(×)　

	問26
	(×)　蛍光灯の方が球切れしにくい。

	問27
	(×)　開き止めのないものは使用しないこと。

	問28
	(○)　まずは増し締めをする。増し締めして変化のない場合は、パッキン交換を試みる。

	問29
	(○)

	問30
	(×)　緩すぎる場合ベルトのスリップが起き、風量不足、ベルトの摩耗などが生じる。

	問31
	(1)　(２)は、6ヵ月以内に1回、(３)は7日以内に1回、(４)は1年以内に1回

	問32
	(2)　事業登録の申請は、当道府県知事に対して行う。(営業所ごとに)

	問33
	(3)　浮遊粉じん量、一酸化炭素の含有率及び二酸化炭素の含有率については、基準と比較する数値は平均値。

	問34
	(2)　特定建築物が国または地方公共団体の公用又は公共の用に供するものである場合は、報告、検査並びに改善命令について特例がある。

都道府県知事は報告、検査に代わって必要な説明、又は資料の提出を求め、改善命令に対しては勧告することができる。

	問35
	(4)　(１)は下水道法、(２)は場合によっては水道法等、(３)下水道法

	問36
	(1)

	問37
	(1)

	問38
	(3)

	問39
	(2)

	問40
	(2)

	問41
	(3)　脚立の上では無理な姿勢で作業をしない。

	問42
	(2)　水質の確保をするために末端給水栓において、遊離残留塩素0.1mg/ℓ以上を確保すること。

	問43
	(4)　(1)滴下量の調整は、増し締め、グランドパッキンの交換の順に試す。
　　(2)チャッキ弁の漏れ確認は、弁の閉じるポンプ停止中に行う。
　　(3)水中ポンプでの電気関係の点検は、6か月に一回行う。

	問44
	(2)　継ぎ目がそろうと水が抜けるため、継ぎ目は直線にならないよう90°ずらす。

	問45
	(3)　(1)交換するベルトは同じサイズのものを使用する。
　　(2)張りを緩めるため、軸間距離を狭くする。

　　(4)ベルトの張りすぎはモーターに過大な負荷をかけ焼損のおそれがある。また、ベアリングの損耗にもつながるため張り具合を調整する。

	問46
	(4)　7.45mm

	問47
	(1)　11.770mm

	問48
	A(②) 
B(⑤) 

C(①)
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